
高 O1I 

@ 
健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。(町民憲章より)

、
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さあ F 大きく口をあけてエ
早期発見、早期治療で学校保健

の充実を目ぎそうーと、町教委が

昭和49年度から 3ヵ年計画で進め

ている耳鼻咽喉科検診。ことしも

町内保育所、幼稚園、小中学校児

童、生徒1，880人を対象に 6月12日

北大医jγ部医師 7名の協力で実施

Lました。検診の結果では、まだ

270人近くの干どもに異状があり、

特に、高Ui，¥¥腔炎、鼻炎が83人、次

に扇桃腺疾忠52入、耳垢栓塞町子

どもが28人と多いようです。
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道
路
や
農
業
基
盤

三
十
億
円
を
投
入

道
路
、
河
川
網
の
整
備
や
産
業
振
興
巳
!
と

五
十
二
年
度
も
本
町
巳
三
十
億
円
余
の
役
入
ガ

決
ま
っ
た
国
・
道
費
導
入
に
よ
る
開
発
事
業
。

こ
と
し
実
施
さ
れ
る
お
も
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
ガ
、
各
飽
で
い
っ
せ
い
巳
工
事
ガ
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

災害で破損した八束頭首エ
で工事も急ピッチ

昨年、下部工事が始ま った
今金橋の歩道拡幅は本年完成

.(j 

農用地開発に
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八東頭首工を拠占に広がる八東地区道官ほ場整備区域
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の
整
備
に周

辺
二
七
七
号

線
は
、
こ
と
し
も

交
必
安
全
に
力
が

入
れ
ら
れ
、
九
千

凶
百
万
問
で
務
仙
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

四
十
九
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る

国
道
二
七
七
号
線
沿
い
の
歩
近
新
設
は

神
丘
小
学
校
通
り
五
百
幻
、
住
吉
小
学

校
通
り
七
百
い
叫
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
舗
装
の
惑
い
純
川
品
川
か
ら
下
川
川

方
而
千
四
百
い川
町
補
修
や
中
型
地
区
山

崩
れ
防
除
工
事
も
行
わ
れ
ま
す
。

、
A

J
J
N

一
戸

、一
片

④
川
ウ
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織
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
純
只
は

再
凶
体
か
ら
三
十
二
名
が
吾
附
さ
れ
、

攻
作
、
出
す
H
M
峨

μと
し
て
川
、
民
協
、

土
地
改
以
区
か
ら
六
人
が
山
'
川
、
ハ
川

四
日
町
民
セ
ン
タ
内
に
事
務
官
が
山

か
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
土
地
法
的
山
明

備
、
応
用
地
問
先
物
仙
、
内
同
業
川
代
化

即日

w
仙
の
三
羽
目
に
つ
い
て
推
進
し
ま
ホ

本
町
の
剛
場
監
備
は
二
千
三
円
二
十

作ゐ
の
う
ち
、
完
全
に
行
わ
れ
た
の
は

一

例
が
や
っ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
が
不
完
全

な
も
の
。
こ
の
た
め
、
同
年

一
月
、
八

京
地
区
の
七
十
九
戸
が
開
場
川
町
怖
引
業

促
進
期
成
会
を
発
足
三
百
四
十
六
九日

を
道
山
口
事
業
で
快
備
す
る
こ
と
に
主
り
、

本
年
度
中
に
訓
作
H
H
川
州

三
か
年
川
川

で
4
十
三
年
度
に
泊
工
す
る
予
定
で
す
。

五
月
四
日
、
町
内
農
家
の
糊
持
に

-
こ
た
え
て
開
発
協
事
務
局
の
看
板
を

町
民
セ
ン
タ
ー
に
褐
け
る
河
端
町
長

十

開
発
巡
々
八
2
1
A
7
合
総
は
三
億
九

千
万
円
で
、
川
川
年
改
良
済
区
間
の
日
進

地
区
千
八
百
幻
の
舗
装
、
八
束
地
区
三

千
四
百
五
十
凶
H川
町
改
良
.
田
代
地
区

千
三
行
二
十
HM
の
歩
道
取
付
雌
士
、
日

進
地
区
内
山
崩
れ
防
除
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
昨
年
、
下
部
工
事
が
行
わ
れ
た

今
金
品
川
町
歩
道
拡
幅
は
、
本
年
度
上
部

工
に
よ
り
侃
三日川
町
出
世
道
が
完
成
し
ま

す
。
長
年
計
画
の
ぬ
牧
l
英
利
河
横
断

線
は
‘
こ
と
し
も
茶
屋
川
地
区
四
百
六

十
幻
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

一
般
必
々
で
は
、
旭
台
i
今
金
仙
酬
の

八
京
地
区
千
凶
行
υ
引
の
改
良
と
日
進
地

区
の
球
以
済
区
間
二
千
三
百
HM
の
舗
装

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
金
原
i
今
金

線
的
金
恥
地
区
も
昨
年
に
引
き
続
き
二

千

μを
舗
装
す
る
な
ど
、
総
併
設
費

一

億
七
千
三
百
万
円
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
迅
-
関
係
で
は
、
総
事
業
費

一
億
七

千
四
百
万
円
で
、
神
丘
六
綜
線
五
百
九

十
六
い
ぺ
盟
問
紛
二
百
四
十
H川
町
改
良
、

イ
マ
ヌ
エ
ル
似
の
踏
切
か
ら
悶
泊
ま
で

二
百
H川
町
制
装
白
石
線
三
百
二
山
と

イ
7
ヌ
エ
ル
線
四
百
八
十
い
川
町
凍
雪
害

防
止
、
神

Jι十
一
号
線
二
百
二
十
日
劇
に

防
省
さ
く
の
設
也
、
八
束
左
岸
似
の
目

的
下
怖
の
架
換
、
除
雪
ト
ラ

Y
7
一
台

の
購
入
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
級
河
川
利
別

¥
竹
』
[
川
ノ

川
町
改
修
事
業
は

-

ERM
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E
t

】
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¥

六
億
七
千
万
円
で

凹
代
地
、
鈴
金
地

区
ほ
か
数
個
所
の
築
見
、
議
伴
工
事
が

品

ま
た
、
同
時
に
か
ん
が
い
訓
水
事
業
計

阿
も
進
め
ら
れ
、

こ
れ
じ
イ
七
ジ
に
二

千
七
九
日
1
八
い川町
本
怖
を
税
制
す
る
川

州
で
す
.

一
打
、
よ
利
用
地
の
附
発
ド
業
で
は

間
代
地
区
七
十
h

げを
今
金
点
部
地
区
六

円
州
」人口
町
民
地
造
成
を
訂
州
、
特
に

点
部
地
ば
一は
川
川
口
下
京
で
推
進
さ
れ
.

4
十
二
年
以
か
句
三
か
年
計
州
で
訓
伐

を
終
り
、
五
十

E
年
度
に
九
十
休
設
計
、

五
十
六
年
度
か
ら
』
か
年
計
州
で
尖
施

さ
れ
る
と
い
う
大
が
か
り
主
開
発
事
業

と
主
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
聞
均
年
一備
に
と

も
な
い
れ
地
区
で
は
、
大
型
股
機
共
同

神
丘
の
河
田
汎
さ
ん

道
優
良
米
出
荷
共
励

会
で
最
優
秀
を
受
賞

近
産
米
改
良

協
会
辿
A
H
会
主

催
円
五
十

一
年

度
道
北
町
川
崎
山
此
米

1
可

H
T
:
ド

U
H
P
L下
M
WJ
Z
ド
れ
ら
伊

丘
町
問
問
汎
さ
ん
が
参
加
し
第
二
郎

で
n
k
阪
禿
υ
臼
を
交
け
ま
し
た
。

こ
の
共
励
会
的
帯
公
的
目
は
、
過
去

五
年
間
的
@
作
付
門
川
柿
と
移
帆
心
式
@

雌
肥
地
与
と
邸
ザ
刊
改
良
千
段
@
l
L
M

等
級
米
内
山
利
率
的
デ
ー
タ
ー
を
m
u
矧

務
査
し
、
抗
陛
禿
な
も
の
は
、
そ
の
技
術

的
民
凶
に
つ
い
て
得
点
只
が
現
地
訓
先

実
施
さ
れ
ま
す
。
世
側
部
撲
の
尖
利
河

ダ
ム
は
、
コ
一年
次
を
迎
、
ぇ
多
目
的
ダ
ム

と
し
て
の
実
施
設
計
調
査
費

一
億
五
千

万
円
が
計
上
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的

な
別
査
設
計
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

中
小
河
川
で
は
、
オ
チ
ヤ
ラ
y
ペ
川

(
馬
場
川
地
区
)
八
百
灯
、
チ
プ
タ
ウ

シ
ナ
イ
川

(今
金
地
区
)
六
百
幻
の
改

(住
中
、
中
誕
地
区
)
、
下
ハ
カ
イ
7

y
プ
川

(下
ハ
カ
タ
儲
か
ら
上
流
)
の

改
修
な
ど
唱
あ
わ
せ
て
二
億
七
千
百
万

円
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

( 2 ) 

十

一
年
闘
を
迎

、
え
た
北
桧
山
国
営

か
ん
ば
い
事
業
は

こ
と
し
も
左
岸
三

億
円
、
右
岸
七
億
円
町
大
型
干
の
で
推

進
さ
れ
ま
す
。

左
岸
で
は
、
第
二
幹
線
用
水
路
延
長

(
愛
知
地
区
)
二
千
百
三
十
三

μ。
右

岸
で
は
、
真
駒
内
町
第
二
枠
組
用
水
路

延
長
五
百
三
十

μ
や
ダ
ム
位
体
工
、
取

水
施
設
工
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
良
新
規
に
調
査
費
が

認
め
ら
れ
た
国
営
路
地
開
発
創
設
計
画

は
一
千
六
百
万
円
で
今
金
東
部
地
区
内

用
地
的
発
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

道
話
事
業
で
は
、
五
十
年
度
指
工
の
八

束
頭
首
士
、
白
石
第
二
股
免
道
路
が
継

続
実
施
新
規
に
は
、
日
進
地
区
間
拓

道
路
抑
制
、
m
H
木
地
区
山
村
基
幹
脱
退

二
千
二
百
九
十
μ

引を
三
ヶ
年
計
画
で
強

怖
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

e 
導
入
が
は
か
ら
れ
て
い
く
た
め
、
経
常

の
近
代
化
と
し
て
よ
明
機
械
の
共
川
利

川
を
門
び
か
け
る
と
と
も
に
、

H
ハ
川
行

同
地
設
な
ど
の
桃
山
川
光
%
を
似
械
的
に

お
し
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
役
H
M
は
次
の
と
お
り

マ
会
HK
A
F
金
川
U
M
マ
刷
会
長

」
地

改
山
A
K
川
市
ド
υ
円
山
業
協
川
組
A
N
H
K
、

民
主
会
川
公
民
マ
委
U
町
助
役
(本
務

同
必
ず
川
議
会
議
長
、
町
北
件
記

・
建
設

J

巾
刊
を
いH
ド
民
、
称
林
組
合
長
、
民
業
共

拙
川
飢
九
H
H
民
、
北
郎
絵
山
地
区
内M
業
改
良

MMHA
所
民
、
ゴ
地
改
良
区
川
市
yu
K
代

m.

州
版
業
協
川
机
AH向
マ
務
理
事
、
八
束
‘
川

代
、
東
部
事
業
地
区
期
成
会
長

を
行
っ
て
決
定
す
る
も
の
で
す
。

ふ
品
先
制
相
此
H
で
は
‘
河
川
さ
ん
は
出
に

冷
じ
一
け
を
念
鋭
に
お
い
た
米
づ
く
り
を
心

が
け
、
気
象
予
報
に
悶
芯
し
て
収
量
は

出
望
み
す
る
こ
と
な
く
、
叫
に
hk止
服

収
と
山
A
M
H
本
生
沌
に
H
M
仰
を
お
き
耕

地
内
改
良
と
堆
肥
施
用
に
よ
る
地
川
町

維
持

地
曲
行
成
と
迎
則
的
移
刷
、
低

弘
時
的
深
水
叫
が
い
等
水
竹
内
向
励
れ
、

山
刑
判
虫
の
辿
則
防
除
、
特
に
迎
則
刈
取

り
と
陀
州
剛
山州
製
に
杭
芯
が
は
ら
は
れ
て

い
る
こ
と
が
上
位
米
の
結
川
市
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
良
質
米
生
庄
内
実
献
を
み

る
と
、
間
十
七
年
か
ら
五
か
年
川
ザ叫，

m
J，当
た
り
生
践
収
泣
凶
凶
五
旬
、
川

年
の
冷
い
仏
国
年
で

「キ
タ
ヒ
カ
リ
」
の
出

荷
米
A
r
u-品
が
二
等
米
と
い
う
す
ば
ら
し

い
成
川
市
を
収
め
て
い
ま
す
。

( 3 ) 



参議院議員通常、

7月10日/日曜日投票日

お
な
た
が
政
治
の
主
役
で
す

.. 

七
月
十
日
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

選
挙
は
、
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
凶
政
に
参
加
す
る
最
大
同
機
会
で
す
。

私
た
ち
が
正
し
く
代
表
者
を
選
よ
こ
と
は
、
生
活
を
明
か
る
く
政
か
に
す
る

た
め
の
旦
些
な
方
法
で
す
。

内
ら
の
芯
思
と
自
由
な
判
断
で
、
行
任
の
あ
る
一
烈
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

若
い
人
の
自
覚
で
政
治
に
希
望
を

前
囲
内
参
議
院
議
r
H
選
挙
は
、
昭
和

四」
l

九
年
七
月
七
日
に
行
わ
れ
ま
L
P
Z

そ
の
時
の
投
票
率
は

η
・
叩
%。
前
々

回
の
昭
和
四
十
六
年
六
月
の
時
が
臼
・

蝿
%
で
し
た
か
ら
、
関
心
的
高
ま
り
と

と
も
に
投
梨
率
も
上
口
升
し
て
い
ま
す
が
、

選
挙
の
た
び
に
い
つ
も
問
題
に
な
る
の

は
、
年
々
若
い
人
た
ち
の
投
以
率
が
減

っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

昨
年
十
一

一月
五
目
的
衆
議
院
破
口
H
総

巡
挙
の
投
何
刷
新
川
市
で
も
全
体
で
は
幻

市
山
%
だ
つ
れ
J

』。
が
、
市
街
地
の
牒
市
投

以
区
(
第
日
投
州
市
所
)
に
お
け
る
初
疎

か
ら
M
歳
の
投
票
率
は
初
・
四
%
、
お

i
m歳
が
河
・
円
相
%
と
い
う
低
い
結
呆

が
で
て
い
ま
す
。

若
い
人
た
ち
が
政
治
と
自
分
的
一
票

と
の
つ
な
が
り
に
目
ざ
め
る
こ
と
が
、

，八
投
票
所
が
投
票
を
早
じ
ま
い

一
投
票
で
き
る
時
間

と
こ
ろ
で

世
来
日
は
ヒ

が
一
部
変
り
ま
す

ョ
月
十
目
的
日

叫
目
。
町
内
十
四
か
所
の
投
票
所
で
午

前
七
時
か
ら
い

っ
せ
い
に
投
票
が
は
じ

ま
り
.
午
後
六
時
で
投
烈
が
し
め
き
ら

れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
選
挙

人
名
併
の
登
録
人
口
が
概
ね
二
百
人
以

下
町
般
家
所
に
限
り
、
投
架
所
の
閉
鎖

時
刻
が

一
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後

五
時
ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注

立
し
て
く
だ
さ
い
。

'v
校
州
市
時
間
が
午
，
山
ー
じ
時
1
午
後
五
時

ま
で
の
般
民
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第

一

書

佐

美

利
河
小
中
学
校
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登録人員投票所、

部
二
扶
州
市
区
花
石
生
活
改
持
セ
ン
タ
ー

抗
三
投
京
区
中
虫
僻
地
保
健
悩
制
館

第
四
投
京
区
住
吉
生
活
改
普
セ
ン
タ
ー

第
六
投
票
区
奥
極
川
部
必
会
館

約

九

投

岡

市

区

盟

回

生

活

館

第

十

一

投

票

区

日

進

寿

町

家

第
出
投
票
区
白
石
部
部
会
館

こ
の
ほ
か
の
投
票
所
(
阿
川
、
八
東

金
原
、
神
丘
、
今
金
)
は
従
前
ど
お
り

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

参
品
院
政

金
方
区
は
薄
黄
色
一

J

H
H
選
挙
は
地

白
色
紙
は
全
国
区

ド

!

I

U

K

M

選
出
議
以

と
全
同
選
山
崎
只
の
候
補
者
二
人
を
同

時
に
選
挙
す
る
た
め
、
投
-
叫
小
川
紙
を
川

迅
わ
な
い
よ
ヱ

一同
州
知
に
色
分
け
を
し

こ
れ
か
ら
の
政
治
に
希
望
を
も
た
ら
す

も
の
な
の
で
す
。

ぜ
ひ
.
若
い
人
が
中
心
と
な
っ
て
、

明
る
く
正
し
い
選
挙
に
参
加
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
と
く
に
新
有
権
者
は
、

初
め
て
与
え
ら
れ
た
拍
利
と
義
務
を
街

効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
で
き
る
人

A
t
刷
町
選
挙
で
選
挙
人
名
併
に
を
蝕

さ
れ
る
た
め
の
ぬ
綿
布
的
資
怖
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
必
裂
で
す
。

マ
年
齢
要
件
投
烈
日
ま
で
に
渦
ニ
ト

成
以
上
に
な
る
方

(昭
和
泣
年
7
月
日

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

マ
住
所
要
件

昭
和
五
ト
二
年
三
月
十

五
日
以
前
か
ら
今
金
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
入
。
な
お
、
昭
初
五
十
二
年
ニ

て
あ
り
ま
す
。

地
心
選
山
崎
以
内
投
川
刷
用
紙
は
薄
い

抗
色
町
紙
に
引
色
刷
、
ん
と
川
選
山
川
議
n
H

は
白
色
紙
に
亦
色
刷
で
す
。

校
史
的
順
げ
げ
は
、
先
に
地
ん
区
を
、

あ
と
に
全
同
区
を
選
挙
し
ま
す
。
H
車

な
一
政
を
無
効
に
し
な
い
よ
う
、
ゆ
っ

く
り
投
票
託
杭
判
所
で
汗
き
ま
し
ょ
、
っ
。

地
方
区
立

選
挙
公
報
や
政
見

候
補
者
向
立

放
送
よ
く
見
よ
-
つ

会
泌
説
会
は

江
差
町
で
開
怖
さ
れ
ま
す
の
で
、
選
挙
山
地

動
期
間
中
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
政
見

肱
送
を
で
き
る
だ
け
聞
き
ま
し
ょ
、
ヲ
。

月
卜
H
H以
前
に
本
町
か
ら
転
出
し
た

人
は
、
今
世
前
向
選
挙
人
名
簿
か
ら
抹

消
さ
れ
る
た
め
、
本
町
で
は
投
烈
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
.
他
的
市
町
村
か
ら
転

入
さ
れ
た
方
で
、
前
記
の
住
所
要
刊
が

三
か
月
に
満
た
な
い
方
は
、
前
住
所
地

町
市
町
村
へ
不
在
者
投
票
の
硝
求
走
行

う
こ
と
で
簡
単
に
投
票
で
き
ま
す
。

入
場
券
は

入
場
券
は
各
世
帯

六
月
末
ま
で

一
三
と
に
送
り
ま
す

)
に
世
肝
ご
と

に
郵
唱
で
配
布
し
ま
す
。
万

一
入
場
券

が
刷
か
な
い
場
介
は
、
町
選
挙
伯
思
委

以
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

入
場
券
に
は
、
投
烈
所
、
投
以
内
山

な
ど
が
苫
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
川
地

い
な
く
決
め
ら
れ
た
投
烈
所
へ
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
特
に
、
守
凶
は
投
州
市
所
開

制
時
刻
の
繰
り
上
げ
が
あ
り
ま
す
の
で

よ
く
注
意
し
、
指
定
さ
れ
た
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
科
世
引
に
は
部
地
町
内
会
民
さ

ん
を
辿
じ
て
選
準
公
械
を
記
布
し
ま
す

の
で
‘
わ
た
く
し
た
ち
の
生
前
向
よ
と

も
合
わ
せ
て
候
補
者
向
人
物

・
公
約

政
策
む
ど
を
よ
く
検
討
し
て
、
正
し
い

一一
れ
を
投
じ
た
い
も
円
で
す
。

F
去
L

よ苧

開

票

は

即

日

一

4
1
↑ノ
ー

で
各
投
票
所

町
民
セ
ン
タ
ー
で

ー
、
で
投
烈
が
終

り
ま
す
と
、
投
攻
和
が
町
民
セ
ン
タ

に
集
め
ら
れ
、
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

即
日
開
京
。
午
後
十
時
こ
ろ
に
は
地
方

選
出
品
川
町
得
州
市
結
取
が
わ
か
る

Tた

に
な
っ
て
い
ま
す
。

手

続

き

は

簡

単

で

す

不
在
者
投
票
制
度
を
活
用
し
よ
う

不
在
者
投
京
は
、
投
票
目
的
当
日
、

正
当
な
理
由
で
投
票
所
に
お
い
て
投
来

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
投

票
日
の
，
山
日
で
も
投
京
で
き
る
特
別
な

航
皮
で
す
。
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
国

政
に
参
加
す
る
故
大
町
機
会
で
す
か
句

来
怖
だ
け
は
や
め
、
不
在
者
投
却
を
活

用
し
ま
し
ょ
、
つ
。

不
私
者
投
副
門
小
は
巡
準
告
別
委

μ会
が

指
定
す
る
病
院
や
主
人
ホ
ー
ム
主
ど
の

ほ
か
に
、

一
般
的
人
で
も
次
の
よ
う
な

「理
由
」
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
入
場
券
と
印
鑑
を
持
っ
て

選
挙
句
理
委

μ会
に
巾
し
出
く
だ
さ
い
.

7
自
分
の
投
肝
伎
一
域
外
で
職
務
や
業
務

に
従
ド
し
て
い
る
人
(
例
え
ば
、
商

品
の
仕
入
、
出
張
、
出
様
ぎ
な
ど
)

マ
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の

た
め
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
の
人
(
例

1
結
婚
式
.
葬
儀
、
法
事
な
ど
)

マ
病
'
h
や
け
が
、
ま
た
妊
娠
や
出
産
な

ど
の
た
め
、
投
同
小
目
的
当
日
、
投
梨

所
に
行
け
な
い
人
。

マ
他
市
町
村
に
転
出
し
、
投
川
相
当
日
、

今
金
町
町
選
帯
人
名
町
叫
に
性
U

附
さ
れ

て
い
る
人
。

。
不
功
名
投
照
的
で
き
る
則
川
は
、
選

挙
制
日
が
公
心
さ
れ
た
日
か
ら
投
抗
日

の
川
日
ま
で
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
(
土
川
目、

川 1川111川11111111川11川11111111川111川111川1111111川111川11川 111111111川11山 H川川川11111111川H川11111111川 l山川川11川11111111川 H山 H川 l川111111川川川川11川H川 11111111川11¥11川川l肌 1111111111¥川山川川川111川川川川111川川川

( 4 ) 

登 録 入貝数
投票区 投 1;{ 所

男 立 J十

第 1 英手1)i同小中学校 88 99 187 

第 2 7m生活改溜センタ 94 1I0 204 

第 3 小型僻地保健怖祉館 55 53 108 

tn4 住吉生前改古センター 35 39 74 

第 5 間川生活館 290 306 596 

第 6 典傾川部部会館 9 1I 20 

ヨ~ 7 八束小中学校 152 169 321 

第 8 鈴合生活改lfセンター 152 163 315 

部 9 12 間生活館 84 82 166 

車10 相l'1壬稲祉会館 176 194 370 

第1I 日 進岬 町家 32 29 61 

部12 今金町民センタ 859 946 1，805 

節目 今金町役場 1，038 1.173 2，21I 

部14 白石部活会館 58 54 112 

Jt 3，122 3，428 6.550 

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う

候
補
者
ひ
と
り
を

ハ
ツ
キ
リ
書
〈

せ
っ
か
く
投
百
出
し
て
も
、
無
効
に

な
っ
て
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

大
切
な

一
票
で
す
か
句
‘
候
補
判
的

名
前
だ
け
を
ハ

y
キ
リ
hd
き
ま
し
ょ

う
。
次
の
よ
う
な
校
以
は
帳
効
で
す
.

7
投
渋
川
紙
以
外
向
紙
に
九
い
た
投

日
一4

7
倣
補
者
で
な
い
者
向
氏
名
を
古
い

た
も
の

マ一

枚
の
拡
張
用
紙
に
二
人
以
上
向

氏
名
を
古
い
た
も
の

マ
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
よ
け
い
な

こ
と
を
苫
い
た
も
の

マ
候
補
者
の
だ
れ
を
書
い
た
か
わ
か

句
な
い
も
の

守
印
や
引
紙
で
候
補
者
名
を
押
し
た

ら
の書

け
な
い
人
で
も

投
票
で
き
ま
す

か
ら
だ
の
他
陣
や
、
文
す
が
わ
か

ら
な
い
で
自
分
で
書
け
な
い
人
の
た

め
に
、
代
理
段
扶
と
い
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

ま
す
と
、
あ
な
た
の
指
示
し
た
候
補

11111川11川11川川川H山H川川山H山H川111川111川11州 11川111川川111川111111川川1111111111111川

者
名
を
係

μが
占
い
て
〈
れ
ま
す
。

こ
の
場
人
H
.

投
以
管
理
者
は
二
人

的
制
助
者
を
選
ん
で
般
向
柏
町
適
正
を

則
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
投
浜
町
船
竃
は
厳
重
に
司
ら
れ

ま
す
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
a

日
附
日
も
投
架
で
き
ま
す
。)

在
宅
投
票
の
請
求
を

不
在
者
投
票
制
度
の
う
ち
、
次
的
震

度
障
害
者
と
戦
傷
病
者
向
方
に
は
郵
便

に
よ
っ
て
自
宅
で
投
両
市
で
き
る
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
目
的
回
目
前
ま

で
に
町
選
挙
管
理
委
只
会
に
「
投
票
用

紙
」
を
消
求
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
身
体
障
害
者
手
帳
に
①
両
下
肢
、
体

併
の
障
害
が
一
級
か
二
級
②
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
慌
の
断
告
が
一
級
及

び
三
級
!
と
記
肌
制
さ
れ
て
い
る
人
。

マ
戦
傷
病
千
帳
に
①
両
下
肢
、
体
幹
的

脱
出
世
が
特
別
市
川
症
及
び
第
二
項
症
②

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
障
害
が

特
別
取
症
及
び
第
三
項
症

l
と
記
時
制

さ
れ
て
い
る
入
。

( 5 ) 



集
団
ぐ
る
み
の

こ
と
し
の
保

こ
と
し
の
保
健
婦
業
務
は
、
地
域
内

密
接
な
つ
な
が
り
と
連
携
の
も
と
に
、

「
住
民
が
自
ら
の
手
で
健
康
を
守
り
、

健
康
づ
く
り
を
考、え
る
L

健
康
管
理
を

進
め
る
た
め
、
町
、
社
教
、
農
協
、
農

業
改
良
普
及
所
が
一
体
と
な
っ
て
、
各

団
体
や
集
団
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を

露
占
、
に
活
動
し
ま
す。

特
に
年
ご
と
に
増
え
る
成
人
病
対
策

な
ど
は
、
部
落
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
職
場
単
位
な
ど
の
協
力
を
得
て

似
極
的
に
正
し
い
知
識
の
普
及
、
早
期

発
見
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
街

地
内
方
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
毎
月
第

二
水
陥
に
町
民
セ
ン
タ
で
「
一
般
健

康
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
で
は
、
健
康
な
子
ど
も
を

生
み
育
て
ら
れ
る
よ
、
て
妊
婦
相
談
、

母
親
教
室
な
ど
妊
娠
か
ら
母
親
の
健
康

管
理
と
乳
児
、
幼
児
ま
で
一
目
し
た
相

談
、
検
診
を
行
い
ま
す
。

み
ず
か
ら
進
ん
で
受

け
よ
う
検
診
、
相
談

こ
れ
か
ら
の
予
防
衛
生
業
務
は
、
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
日
程
や
詳
し
い
内

容
は
そ
の
つ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
気
軽
に
進
ん
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
、
保

健
康
管
理
を
重
点

健
業
務
は
こ
の
よ
う
に

健
婦
が
一
名
の
た
め
、
全
町

一
円
を
も

れ
な
く
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
検
診
、
相
談
が
実
施
さ
れ
る
時

は
、
で
き
る
だ
け
多
数
的
方
々
が
自
ら

進
ん
で
参
加
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
予
防
接
種
〉

マ
結
絞
ソ
反
、
B
C
G
H
7
月
中
旬

マ
小
児
7

ヒ
生
ワ
ク
投
与

l
u
月
下
旬

マ
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
出
合
ワ
ク

チ
ン

l
m月
中
旬
1
1
月
下
旬

〈検
診
・
相
談
〉

マ

一
般
住
民
循
環
山
市
検
診
l
7月
初
日

1
8
月
5
日
ま
で
1
各
地
区

7
股
関
節
脱
臼
検
診
乳
児
検
診

l
m

月
日
目
、
2
月
7
日
今
金
夜
健
耐

マ
三
歳
児
検
診
1
日
月
3
目、

3
月
7

日
今
金
保
健
所

マ
季
節
労
働
者
結
舷
検
診

1
i
月
下
旬

マ
婦
人
科
が
ん
検
J
1
2
月
刊

l
m日

マ
へ
き
地
検
診
(
史
問
、
金
服
、
鈴
金

日
進
、
白
石
、
花
石
、
中
型
地
区
)

l
年
二
回

7
月
、
ロ
月
中

マ
人
間
ド
y
ク

(
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者

)
l
随
時
申
し
込
み
受
付

マ
妊
婦
検
診

1
旬
月
第
二
金
陥
日

マ
乳
幼
児
相
談

l
毎
月
第
四
金
曜
日

マ
曲
科
巡
回
訟
療

lω
月
初
i
m
日

!

花
石
地
区

マ
移
動
保
健
所
l
H月
却
日
鈴
岡
地
区

、F一
九
社
一
川
山

ρrxF，Lれ
や
/

/

P

市
/
ん

iwJ11刊
点

、
↓

?

出

火

:
L
Uが
Y
X
J
、
日
市
山

4
f
r
v泣

d
A
r
f

J

拘町
の
申
込
へ
は
瓜
づ
む
清
潔
γQ
AA

乳
幼
児
に
は

特
に
注
意
を

厚
生
省
が
昭
和
五
十
年
度
に
行
っ
た

歯
科
疾
忠
実
態
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

水
久
曲
で
ム
ン
幽
に
悩
ん
で
い
る
人
は

百
人
中
八
十
五
人
と
い
う
鰐
く
べ
き
報

告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ム
シ
曲
は
、
歯
の
表
面
の
エ
ナ
メ
ル

質
が
解
け
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
普
通
、
品
閣
の
病
気
で
は
死

ぬ
こ
と
は
な
い
と
い
う
、
あ
ま
い
考
え

が
歯
に
対
す
る
関
心
を
低
く
し
て
い
ま

す
が
、
ム
ン
曲
は
他
的
病
気
(
例
え
ば

け
が
)
と
巡
っ
て
、
一
度
か
か
れ
ば
治

療
し
な
い
限
り
な
お
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
十
分
認
議
し
普
段
か
ら
ム
ン
曲

に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

予
防
の
方
法
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

口
の
中
を
い
つ
も
消
潔
に
す
る
こ
と
で ム

歯

グ〉

予

防

ンす
。
食
事
の
あ
と
お
や
つ
の
あ
と
に

は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
安
感
〈
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
歯
を
磨
く
と
い
う
こ
と

は
、
口
町
中
の
殺
凶
、
歯
肉
の
強
化
、

口
臭
、
食
べ
か
す
を
と
る
な
ど
の
効
栄

が
高
い
の
で
、
正
し
い
熔
き
方
で
、
毎

日
肉
食
後
と
寝
る
前
に
は
幽
プ
ラ
ン
で

.賦揖構造基本間査にご協力を
総理府統計局所管の拙輩構造基

本醐査が 7月 l日現在で行われま
す。 この間査は、 3年ごとに提抽
さ札、その目的は人口町就輩、不
就業的状態を地域別に明らかにし
桂出計画をはじめ届用 失業吋怯
など同基本的諸施舗の基礎資料に
する重要なl副主です。

本町内指定問査 区は大和町が対
象地区です。I開査員が世千!?を戸別
に:tfj問し、世相主からf叫査県内記
入依制に伺いますので、 ζ 協力く
ださるよっお臨し、します。

買物の目安lこ「単位価格表示

制度」ガスタートします

最近は商品が非'市に笠宮になり、

特に日用品や1JII工食品をみると閉

じメーカ でも種々の大きさのも

の。 しかも、それが 150gとか、

215 gとかの端数入りのものが数

多く出回っています。

このような尚品がいく つものメ

ーカ ーから販売されているので、

消費者はいったいどれが本当に安

いのか見当カ、つきません。

このような商品に対して r100 

g当たりO円J とか r100me当た

りC円」 など、一定の単価(基準

単位量 )当たりの価格(単位価格)

を表示「ることによって消費者が

商品購入の際の目安になるように

定めたのが単位価格表示(ユニ y

ト プライシ/グ)の制度です。

このユニ ープラ制度は 、同種の

商品開の価格の比較が容易にでき

るほか、価絡を変えずに内容量を

減らすなどの巧妙な他上げを防止

できる利占もあ り、道はこのほど

道民生活安定条例円規定にもとづ

き 「商品の単位価格などの表示に

関する基準」を告示し 、 7月 l日

ごろからこの制度を実施します。

消費者の皆さんも 、このユニ ー

フ・ラ制度をお買物の目安にしてく

ださい。

( 6 ) 

消費生活だより
固
感
謝
し
ま
す
ロ

-
愛
情
銀
行
へ
預
託
・
払
い
出
し

マ
大
合
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
光
の
単
学
園
、
二
千
円
を

小
百
合
保
育
園
に

マ
森
山
誠
一
さ
ん
(
本
町
)
か
ら
毎
月

一
万
円
が
光
の
里
学
園
へ

マ
大
崎
信
三
さ
ん
(
高
美
町
)
か
ら
牒

協
退
任
全
戸
山
念
し
て
各
五
万
円
か
元

町
里
、
盟
舟
間
、
日
赤
奉
仕
団
へ

マ
今
金
町
建
設
協
会
(
会
長
庄
司
定
長

さ
ん
)
か
ら
各
十
万
円
を
光
の
阜
、

白
寿
国
へ

マ
棚
統
制
次
郎
さ
ん
(
南
栄
町
)
か
ら

各

一
万
円
を
光
の
川
宍

mM舟
図
へ

マ
長
年
本
町
の
婦
人
会
長
と
し
て
活
脱

さ
れ
ま
し
た
消
水
キ
ン
さ
ん
が
六
月
二

日
お
亡
く
な
h
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
消
水
正
義
さ
ん
(
函
館
市
悶
家
町
八

の
ニ
)
か
ら
生
前
お
世
話
に
な
っ
た
お

礼
に
と
、
町
社
会
福
相
事
業
に
二
十
万

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
L
P』。

口
の
中
と
曲
を
耐
除
し
ま
し
ょ
う
。

一

ま
た
、
半
年
に

一
度
は
曲
の
検
診
を

一

受
け
て
ム
ン
曲
を
早
く
発
見
し
、
早
く

~

治
療
す
る
主
つ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
一

特
に
、
乳
幼
児
を
も
っ
お
か
あ
さ
ん

一

は
、
次
の
こ
と
に
注
芯
し
て
く
だ
さ
い
。…

マ
乳
歯
は
妊
娠
五
カ
月
か
ら
生
後

一
年

一

ご
ろ
ま
で
、
木
久
曲
は
出
生
前
後
か

P

ら
八
、
九
曲
ご
ろ
ま
で
が
品
聞
の
つ
く

一

ら
れ
る
た
い
せ
つ
な
時
期
で
す
。

目

マ
乳
歯
は
、
た
い
へ
ん
ム
シ
曲
に
な
り
…

や
す
い
の
で
‘
歯
が
は
え
た
時
か
ら

、

f
l
ゼ
で
ふ
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
っ
凶

守
尚

一
歳
ご
ろ
か
ら
7
7ブ
ク
、
つ
が
い

の
明
日
間
を
つ
け
、
二
歳
に
な
っ
た
ら

専
用
の
幽
プ
ラ
ン
を
持
た
せ
、

7

7

も
い
っ
し
ょ
に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

守
山
闘
を
強
く
す
る
食
品

カ
ル
ン
ウ
ム

(タ
マ
ゴ
、
小
魚
、
海

草
)
た
ん
ぱ
く
質

(肉
、
魚
、
チ
ー

ズ
、
牛
乳
)
ヒ
タ
ミ
ン
A
、
D
(
バ

タ
ー
、
は
う
れ
ん
却
に
ん
じ
ん
、

肝
油
)
ビ
タ
ミ
ン

C
(川
市
物
、
肝
某
)

い
き
い
き
マ
マ
さ
ん
が
ず
ら
り
/

紛

山

一
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「お
母
き
あ
l
ん
、
頑
張
っ

て
」
と
子
と
も
た
ち
の
元
気

な
か
け
声
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら

ポ
l
ル
に
立
ち
向
う
7

7

さ
ん
。

昭
和
四
十
五
年
、
今
金
小
学
校

母
町
会
を
中
心
に
芽
を
出
し
た

だ
か
ら
親
は
、
ど
う
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
で
・
:

子
ど
も
が

一
i
二
年
生
の
こ
ろ
は
、

ま
だ
親
が
見
て
や
れ
る
が
、
凶
年
生
以

上
に
な
る
と
〈
ヤ
ッ
テ
イ
ル
v

内
容
が

わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

マ
テ
ス
ト
の
点
数
だ
け
手
が
か
り
!
と

い
う
附
単
な
方
法
だ
け
が
、
子
ど
も
の

学
力
を
知
る
税
の
知
必
に
な
る
よ
う
で

す
。「や

っ
て
い
る
、
や
っ
て
い
る
っ
て
い

っ
た
っ
て
、
八
十
点
で
し
ょ
う
:

日

「八
↓
山
、
ペ
ヨ
ク
デ
キ
タ
ホ
ウ
ヨ
口

「で
も
百
山
の
人
も
い
る
ん
で
し
ょ
U

と
い
う
や
り
と
り
に
終
わ
り
ま
す
。
ま

ち
が
っ

た
問
題
を
、
子
ど
も
が
進
ん
で

や
り
直
し
て
み
る
態
度
は
、
こ
の
親
子

的
対
話
か
ら
は
育
た
な
い
の
で
す
。

-v
家
で
の
勉
強
は
宿
題
を
や
る
コ
ト

と
い
っ
考
え
方
を
、
ま
ず
税
が
決
め
て

-児童手当の現混屈は 6月中に
児直子当を長けている つ行は、毎

年 6月中に現況屈を出していただ
くことになっています。 お忘れの
方は至屯役場福祉組へ。昭 和52年
肢は所抑制限聞が引き上げられ、
扶撞叫脹 5人町場合、前年内収入
が 497万円未揃で忘れば子当を'豆
けられま す該当する方は担当窓
口へご相日炎くださし、 e

国公害防止の自 主占棋を
ことしも I;;! .t~& IHJ をは じ ゲ〉とし

て、町内各地で公告の防止や白般
の仇~:i!生など、彩、た ちをとりまく務i
頃の保全をすすめる運動や出頃英
化運 動花いっぱい正面Jなど住
みよし、回収Eづ くりが嵐山 されてし、
ます。
工場ぺ~4~車所、みなさんの敵地

内が控削されていないと、周閣の
人たちに不快感を与え 誕央粉
じん 汚水帯内背mが多くなりま
す。提しく住みよい岡 づ くりにみ
なさんのこ協力をお原!Jil.t、します。

• rM1呆資金」 写真 を募集
学校、公'g住宅、道路総合 体

育館‘町民センタ など間品保険
円資金が融資されている施世を題
材とした 間保賞金写真コンク
Jレが今年も型地されます。私たち
の怖からも官って応募ください o

bテ マ附保資金融資施睦を掴
半ィ?と L 1，:.l!j-jるL、{官;o，¥'1 

pサイズ カラー はスラ イド35.，'
以」二 (J ，'，1:¥は 4 ソ"'J(最古l'写J.'.(，石T)

t> :rt 惟点目 l日，(5万円トロフィ ー
特選 2 山 37i円、入選 5占 1万
円 佳作 20む世品、幸JJuJtは応
必者金J"に組品jjf呈

b柿 νJり 52年 8少'110日

b ι立村 町内各郵即応窓口へ

(7 Il 0) 1* I'IllHlIllO 

今金町岩!日j医院宮 @0057
斗七位山町 平医院君 ④ 5011
今金町国保持J院宮 ③ 0221
漸棚町憎叫医院n 3022 
今金町 μ 凹医院宮 ② 0324

?
?
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
l
ム
も

い
ま
で
は
柏
山
管
内

一
円
実
力
を
も

っ
。
毎
年
行
わ
れ
る
道
民
ス
ポ
l
ソ

大
会
で
は
、
初
出
場
か
ら
優
勝
し
、

4
1
4
大
会
的
出
場
も
四
国
を
記
録
す

る
ほ
ど
の
活
隊
よ
り
。

そ
の
た
め
か
家
事
に
追
わ
れ
な
が

ら
も
「
週
二
囲
内
練
習
が
も
う
楽
し

く
っ
て
、
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。」
と
ア

タ
y
カ

役
の
阿
部
邦
子
さ
ん
が
語

る
よ
う
に
、
そ
ろ
い
の
真
赤
な
ユ
ニ

ホ
ム
を
茄
た
み
な
さ
ん
は
意
気
は

つ
ら
つ
。
平
均
年
齢
は
三
十
代
?
だ

そ
う
だ
が
、
そ
の
身
の
さ
ば
き
は
長

年
同
チ
ム
ワ
l
ク
と
練
習
へ
の
熱

意
で
背
年
と
変
ら
ず
、
こ
と
し
も
道

ス
ポ
大
会
を
目
ざ
し
て
意
気
盛
ん
だ
。

し
ま
い
ま
す
。
税
の
役
訓
が
、

聞
に
か
、

「
宿
題
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ホ
ン

ト

に

な

か

っ
た
の

U

と
い
う
形
で
宿
題
の
あ
る
な
し
を
雌

か
め
る
仕
事
が
、
視
の
役
割
に
す
り
か

え
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
だ
か
ら
、
机

に
向
っ
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
見
る
と

安
心
し
、
こ
の
姿
だ
け
を
勉
強
に
結
び

つ
け
主
っ
と
す
る
の
で
す
。

-v
あ
き
ら
め
の
つ
〈
教
科
は
コ
レ

テ

ス
ト
の
凸
と
い
う
形
で
っ
か
め
な
い
体

育
や
図
工
や
音
楽
と
い
う
教
科
は
、
税

に
と
っ
て
は
、
あ
き
ら
め
が
つ
く
よ
う

で
す
。
だ
か
句
き
ょ
う
体
育
や
、
図
工

の
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ー
ー

と
は
ま
ち
が

っ
て
も
聞
き
ま
せ
ん
。

「
わ
た
し
に
似
て
、
運
動
の
ほ
う
は
サ

ンパ

リ
で
す
U

お
と
う
さ
ん
に
似
て
、

オ
ン
チ
な
ん
で
す
口
と
笑
い
話
内
極
に

で
き
る
の
で
す
。
本
当
は
ど
の
教
科
も

教
育
に
と
っ
て
大
事
な
の
に

(神
丘
小
学
校
長
四
里

い
つ
の

l~l 
3出ヘ

3 日

10臼

17臼

24 ~ 
31日

(]J 



み
ん
な
で
考
え
よ
う

『人
間
ら
し
く
生
き
た
い

』
と
い
う

こ
と
は
み
主
さ
ん
共
通
の
願
い
で
あ
り

人
権
問
必
内
法
本
で
す
。

こ
の
考
、
え
を
子
ど
も
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
生
か
す
か
は
必
ず
し
も
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
@
実
際、

子
ど

も
を
干
「
』
と
し
て
は
ぐ
く
む
こ
と
を
巧

え
る
あ
ま
り
、
こ
れ
を
私
物
化
す
る
こ

と
に
よ
る
幣
当
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た

こ
の
反
耐
、
子
ど
も
の
存
布
を
厄
介
物

扱
い
す
る
よ
う
な
は
な
は
だ
し
い
例
も

み
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
刷
出
札
す
る
川
今
町
世
相
の

な
か
で
、
子
ど
も
へ
の
配
胞
と
そ
れ
を

受
け
る
子
ど
も
の
あ
り
方
を
人
権
の
而

か
ら
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

掛
川
思
想
啓
発
的

一つ
の
法
山
'
と
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

一
つ
に
は
、
例
、
之
ば

『太
陽
と
土
止

水
か
ら
隔
絶
さ
れ
遊
び
場
を
失
っ
た

f

と
も
た
ち
』
と
品
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

子

ど
も
を
め
ぐ
る
成
境
が
著
し
く
泊
ま
れ

な
く
な
っ
て
き
た
状
況
が
改
笹
さ
れ
な

い
ま
ま
続
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

主
ど
、
お
も
と
し
て
大
人
た
ち
が
.
抑

け
る
未
来
を
託
す
べ
き
子
ど
も
た
ち
の

ひ
と
し
く
平
右
す
べ
き
人
怖
を
と
も
す

れ
ば
な
お
ざ
り
に
す
る
胤
糊
が
い
さ
さ

か
も
改
ま
ら
な
い

の
に
思
い
を
お
こ
し

た
か
ら
で
す
ω

し
か
し
、
子
ど
も
の
人
絡
を
尊
重
し

よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
を
甘
や

か
す
こ
と
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
放
縦
と
は
明
確
に
区
別

さ
れ
る
べ
き
真
の
自
由
を
与
え
る
こ
と

で
あ
っ
て
.
か
り
そ
め
に
も

一
般
人
よ

り
チ
ど
も
を
偏
泌
す
べ
し
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
民
主
材
会
の
厳
正
な
ん

l

ル
を
乱
す
子
ど
も
を
大
目
に
見
る
べ
し

と
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
む
昧
で
は
、
イ
ど
も
は
単
に
両

親
の
責
任
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず、

因

不
・
社
会
も
そ
の
責
任
を
分
任
す
る
べ

き
も
の
で
す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
相
当

な
訓
育
は
社
会
も
こ
れ
を
作
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
内
少
年
同
健
全
な

行
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
や
こ
の
走
昧
の
し
つ
け
も
乏
し
く

そ
し
て
干
ど
も
の
人
権
尊
弔
一の
村
仲
む

市
民
に
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
仰
な
い
世

相
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
正
し
い
意
味
の

『子
ど
も

と
人
他
』
を
み
ん
な
が
兵
制
に
考
え
て

み
る
£
裂
を
仙
悼
す
る
も
の
で
す
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

道
-
町
民
税

《一

期
》

六
月
三
十
日
ま
で

1. 

ιv 

勘
主
婦
た
ち
も
真
剣
に
消
火
訓
練

非
出
時
に
消
火
器
の
使
い
方
を
知
っ
て
お

こ
う
ー
と
、

曙
町
内
会
で
は
五
月
二
十
七
日

今
令
一消
防
支
場
内
応
援
で
川
火
訓
練
を
行
っ

h
f
』
。
町
内
内
主
婦
三
十
人
は
自
宅
の
消
火
器

を
持
ち
寄
り
効
用
や
使
い
方
の
説
明
を
受
け

実
際
に
抽
の
炎
に
白
煙
を
飛
ば
す
な
ど
必
剣

そ
の
も
の
だ
っ
f、

信i¥'Ui:.(/) 'Ih弘
前月に
比べて

人口 9，465(-23) 

男 4，626(-11) 

女 4，839(-12) 

世情 2，673(ー 11)

(ぷ223車交日)
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